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審査 の 結果 の 要旨

氏名 赤松 雅俊

本研究 は ､
C 型肝細胞癒の 特徴を 明らか にする為 に H C V の 遺伝子型 とウイル ス 量か らみ た

生存 と再発 を検討 し , 続 い てイ ン タ ー

フ ェ ロ ン治療に よ りそ の 予後がどの ように改善され

るか を東大入 院患者対象 と して レトロ ス ぺクテ ィ ブに解析 を試みた もの で あり ､ 下記 の 結

果を得て い る ｡

1 . 1 9 9 3 年 1 月か ら 1 999 年 1 2 月 まで 入院 した初発 C 型肝細胞痛感者 3 7 1 人につ い て

調査 した｡
H C V をジ ェ ノタイ プ別で分 ける とタイ プ 1 が 29 1 人(78%) ､ タイプ 2 が 7 2 人

(1 9%) だ っ た ｡ タイ プ 1 とタイ プ 2 で は患者背景 に有意差 を認めなか っ た ｡ ウイルス 量

では 201 人(5 4%) が高ウイル ス量群は 1 7 0 人( 46%) だ っ た ｡ 高ウイル ス量群 の 方がプロ ト

ロ ン ビ ン時間が高く(P - 0 . 00 1) ､ DCP 陰性例が多か っ た( P - 0 . 00 1) 0

2 . 3 7 i 肝癌患者の 1 , 3 , 5 年生存率 は 9 2 . 4%
,
7 1 . 7%

,
4 8 . 9% で あ っ たo タイ プ 1 とタイ プ

2 の 患者間で生存 に有意差を認め なか っ た ( P - 0 . 3 9 1) o 高 ウイ ルス 量群 と低ウイルス

量群で も両群 に有意差 を認めなか っ た( P - 0 . 9 1 3) ｡ 死因の 分布は ジ ェ ノタイ プ とウイル

ス 量間で差異を認め なか っ た ｡

3 . 3 7 1 人中根治治療 を行 っ た 30 7 例で再発期 間が調査 され た o 3 0 7 人 の 中で セ ロ タイ

プ別(P - 0 . 2 1 2) ､ ウイ ルス 量別(P = 0 . 8 1 7) で 両群 で有意差を認め なか っ た ｡
生存 と無再発

生存率に対する ジ ェ ノタイ プとウイル ス 量 の 効果が C o x 比例 ハ ザ
ー ドモ デル を用 い て

調 べ られ た｡ ジ ェ ノ タイ プ(p -o . 8 1 4) とウイ ルス 量(P - 0 . 9 5 8) は 関与 して い なか っ た ｡

4 . 引き続き 1 9 9 3 年 1 月か ら 20 0 4 年 2 月まで の 合計 130 6 人の H C †- Ab 陽性の 患者を

肝癌発症以前に I F N 投与 を受 けて い た群 で S V R は グル
ー プ A

,
n o n -S V R は グル ー プ B

,

肝癌治療後 に I F N 治療 を受けた群 で S V R は グル
ー プc , D o n-s v R は グル ー プ D , 対象群は

I FN 投与を受 けて い な い C h i ld -P u g h A の 患者( グル
- プ E) とし解析 した ｡ C o x 比例 ハザ

ー ドモ デル の 多変量解析 で肝癌治療前後に S VR とな っ たグル
ー プ A( P - 0 . 0 36) とグル ー

プ c (p = o . o 4 0) が生存 に関与 し て い た ｡

5 . 無再発生存率を I F N 投与時期別 で肝癌根治治療で き た患者 で解析 した o 肝癌発症

前 に I F N を行 っ た患者 で S V R の グル
ー プ A

'

と n o n -S V R の グル ー プ B
'

で は両群 に有意
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差は 認め られな か っ た( P - 0 . 0 6) ｡ 肝癌治療後 に I F N 投与をうけ S V R とな っ たグル ー プ c

は n o n - S V R の グル ー プ D より無再発生存率が高か っ た ( P - 0 . 0 4) ｡

以上 ､ 本論文 は遺伝子型 か ら肝癌の 予後を解析 し ､ 肝癌発症前後で の I F N 投与 とその 治

療効果か ら肝癌の 予後を明らか に した｡ 本研究からは , 遺伝子型 とウイル ス量 は C 型肝癌

の 予後 と関連せ ず､ I F N 治療に よ りウイル ス を消失 させ る こ とが肝癌の 予後を改善させ る可

能性 を しめ し ､ 今後 の肝療治療 に重要 な頁献をなす と考えられ ､ 学位 の 授与 に催す るもの

と考 えられる ｡

尚､ 審査会時点か ら､ 論文の 内容に つ い て以下の 点が改訂された ｡

i1

2 .

3 .

4 ｡

5 .

K a p i a n-M ei e r 法 に n u mb e r a t ri sk を記入す るよう求められた ｡

図の 説明を入れる ように求め られた ｡

全体 の 文章構成を見直 し､ 不適切な表現を改めた｡

考察 を書き改め ､ 本研究の 意義を明らか に した ｡

論文 内容の 要旨を適切な表現に改めた｡
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